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横浜市における救急車利用に関する市民意識調査研究
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目的　横浜市市民における救急車の利用状況および意識などについて，行動科学的な側面からの

検討を行い，近年の救急搬送患者数増加との関連について考察する。

方法　横浜市の住民基本台帳より無作為抽出した15歳以上の男女2,910人に対し，無記名自記式

による質問調査を実施した。回答は，2,910人中2,294人から得られた（回答率78.8％）。質

問は，性，年齢階級，救急車利用経験，かかりつけ医の有無の他，横浜市内に設置されてい

る休日急患診療所や夜間急病センター，救急医療情報センターの認知などについて行った。

また，救急車利用の経験がある者に対して，救急車の要請理由，救急搬送後の経過等を尋ね

た。

成績　救急車の利用経験がある者は，65歳以上の年代においては539人中141人（26.2%）と他の

年代より若干高い割合を示した。全体では，利用経験のある者は2,294人中513人（22.4%）

であった。救急車要請理由としては，傷病の緊急性を理由としてあげた者が救急車利用者全

体の61.8％を占めた。移動や搬送の手段の問題を理由にあげた者は182人（35.5％），医療機

関情報や医療利便性の問題を理由にあげた者は207人（40.4％）であった（複数回答可）。移

動や搬送の手段を救急車要請の理由とした場合でも，傷病の緊急性やその他の理由を併せて

理由としている者が多かった。救急搬送患者数が急増している65歳以上の年代では，他の年

代と比較する限り，適正な救急車の利用が行われる傾向が認められた。

結論　近年の横浜市における救急搬送患者数の増加の原因を，意識や行動学的な理由に求めるこ

とは困難であり，基本的には，高齢化の進展に伴って救急サービスを必要とするケースが増

えているためと思われた。
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